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・ 23日に発表された８月のユーロ圏のＰＭＩ総合産出指数（速報値）は56.1と前期から0.6ポイント低下。

13ヶ月連続で業況判断の分岐点（50）を上回ったが、４月をピークに改善のモメンタムは減退傾向。

7-9月期入り後も景気は拡大基調を続けているものの、前期から大幅にペースダウンすることが示唆。

内訳は、製造業の業況判断が前月から1.7ポイント悪化、６ヶ月振りの水準に低下した。非製造業の業

況判断は前月から0.2ポイントの微減にとどまった。 

・ 世界景気減速の影響が欧州の経済指標に現れるかが注目されたが、ＰＭＩ指数はサービス業に支えら

れ、これまでのところ僅かなモメンタムの低下にとどまっている。欧州全体の企業マインドの先行指

標として知られる８月のベルギーの企業信頼感（24日に発表）は▲5.1と、受注回復を主因に前月から

1.4ポイント改善。また、６月のユーロ圏の資本財受注（24日に発表）も前月比＋5.3％と前月（同＋

4.7％）に続いて力強い伸びを記録した。但し、ＰＭＩ指数の内訳をみると、製造業の新規輸出受注が

１月以来の水準に低下するなど、輸出の景気牽引力は徐々に減退する見込み。今後は世界景気減速の

影響がより広範な経済指標で確認されよう。 

■ＰＭＩ製造業指数 ■ユーロ圏のＰＭＩ製造業指数と鉱工業生産

注：鉱工業生産は３ヶ月移動平均、３ヶ月前比年率。
出所：Markit 出所：Markit、Eurostat
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■ＰＭＩ指数（季節調整済み）

2009 2010 2010
3Q 4Q 1Q 2Q 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

ユーロ圏 総合 49.5 53.6 54.4 56.6 53.7 55.9 57.3 56.4 56.0 56.7 56.1
製造業 47.9 51.2 54.4 56.3 54.2 56.6 57.6 55.8 55.6 56.7 55.0
サービス業 48.8 53.1 52.8 55.8 51.8 54.1 55.6 56.2 55.5 55.8 55.6

ドイツ 製造業 48.2 52.0 57.0 59.4 57.2 60.2 61.5 58.4 58.4 61.2 58.2
サービス業 51.3 51.6 53.0 54.9 51.9 54.9 55.2 54.8 54.8 56.5 58.5

フランス 製造業 50.6 54.9 55.6 55.7 54.9 56.5 56.6 55.8 54.8 53.9 54.7
サービス業 49.5 59.1 54.9 60.5 54.6 53.8 59.2 61.4 60.8 61.1 59.9

出所：Markit  


